
 
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

公表番号 H25-11      

日本生命保険相互会社 東館 
快適な内部環境と省エネ効果を両立した本部事務機能ビル 

全景写真 

総合的なコンセプト 

日本生命保険相互会社は 1889 年に創業し、1902 年の本店旧本館の完成以来、淀屋橋にて社業を発展させてきました。淀屋橋地区に分散す

る各ビルの事務部門を最大限集約し、業務の効率化を図るため、本店ビル群の要の一つである東館の建替えを行いました。 

事務室には新開発 LED 照明と放射空調システムなどの新システムを採用し、執務環境の向上を図るとともに省エネを実現することを目指し

ました。また敷地内の大規模な緑化と併せて、懐徳堂や適塾などの歴史的背景を表現するランドスケープを計画し、日本生命の歴史・伝統・

文化の象徴である｢本館｣と共に、淀屋橋地区の景観形成のために風格ある街並みを創り出します。 

 

所 在 地 大阪市中央区今橋 3丁目 

建 築 主 日本生命保険相互会社 

設 計 者 株式会社日建設計 

用 途 事務所 

敷地面積 6,162.41 ㎡ 

建築面積 

（建ぺい率） 
3,903.14 ㎡（ 633.38 ％） 

延べ面積
（ 容 積 率 ） 

60,849.95 ㎡（ 861.43 ％） 

構  造 鉄骨造 一部 鉄骨鉄筋コンクリート造 

階  数 地上   15 階 / 地下   2 階 

C A S B E E 
ラ ン ク 

S BEE 値 3.7 

大阪市の 
重点評価 

CO2

削減 
4.0 

省エネ

対策 
4.0 

みどり・ﾋｰﾄ

ｱｲﾗﾝﾄﾞ対策 
4.0 

 

平成 27 年度 おおさか環境にやさしい建築賞 表彰候補建築物 

 

立地、周辺環境 

地下鉄御堂筋線淀屋橋駅直結の日本生命本館に隣

接し、公共交通の利便性に優れた好立地です。周囲

に日本生命本店ビル群が建ち並び、東館はニッセイ

村の事務機能の本丸という位置づけとなります。 

建物断面構成図 

縦横の庇による日射遮蔽効果 

窓廻りの快適性・省エネ性の向上 

屋根面の断熱効果、室外機への日射遮蔽 

窓際を緑化し、ヒートアイランド抑制

を図るとともに、視覚的な癒しを演出 

敷地内空地に木陰を形成 

免震クリアランスを外気導入ルートに利用、 

地中熱による外気の予冷予熱 雨水利用 

雨水を便所洗浄水に再利用 

照明適正照度補正制御（昼光連動・初期照度補正） 

照度センサーによる適正照度補正、窓際は自然採

光との連動により、照明エネルギーを削減 

LED 照明 

ベース照明に LED を採用、さらに明るさ感を向上 

基準階にて天井全面空気式天井放射空調シ

ステムを採用。室温設定を高くしても快適性

を損なわずに省エネを実現。 

放射空調システム 

 

BMS、EMS 機能をクラウド化。 

多角的な視点でのエネルギー管理を実施。 

クラウド BEMS 

 

発電した電力を建物内へ供給 

使用電力の削減 

太陽光発電パネル 

現建屋の地下躯体を山留壁とし

て利用し、廃棄物の排出を低減 

既存躯体利用 

屋上緑化 

アウトフレーム 

Low-ε複層ガラス 

バルコニー緑化 

歩行者空間にミストを噴霧し 

局所涼域を形成 

ミスト発生装置 

敷地内緑化 

クール・ヒートトレンチ 
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